
昨
年
末
の
１
２
月
３
０
日
、
新
経

済
戦
略
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
気
の
抜
け
た
、
沈
む
太
陽

「
坂
の
下
の
雲
」
で
は
な
い
か
。

前
文
よ
り

「
私
た
ち
は
今
、
長
い
衰
退
の
ト

ン
ネ
ル
の
中
に
い
る
。
国
全
体
が

輝
き
を
失
い
つ
つ
あ
る
」

こ
れ
ほ
ど
悲
痛
な
政
府
方
針
の
書

き
出
し
が
過
去
に
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
「
美
し
い
国
」
で
も
、
「
と

て
つ
も
な
い
日
本
」
で
も
な
い
。

現
実
の
日
本
の
姿
を
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
至
っ
た
道
の

り
を
振
り
返
っ
て
い
る
。

「
戦
後
、
日
本
は
奇
跡
の
経
済

成
長
を
成
し
遂
げ
た
。
ア
メ
リ

カ
と
い
う
目
標
が
あ
っ
た
。
経

済
大
国
を
目
指
す
と
い
う
共
通

目
標
に
向
か
っ
て
総
力
を
挙
げ

た
。
そ
の
結
果
が
、
世
界
第
二

位
の
経
済
大
国
の
実
現
だ
っ
た
」

米
国
を
素
直
に
手
本
と
し
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
時
代
。

戦
後
の
「
規
格
大
量
生
産
」
に

は
、
辛
抱
強
く
、
協
調
性
と
共

通
知
識
が
あ
り
、
個
性
と
独
創

性
の
な
い
人
が
強
く
求
め
ら
れ

た
。

と
こ
ろ
が
「
坂
の
上
の
雲
を
夢
見

て
山
を
登
り
、
そ
の
頂
き
に
立
っ

た
途
端
、
こ
の
国
は
目
標
を
見
失
っ

た
」
と
、
鳩
山
新
成
長
戦
略
の
前

文
は
た
め
息
を
つ
く
か
の
よ
う
に

書
き
綴
る
。

官
僚
支
配
体
制
の
行
き
詰
ま
り
と
、

必
要
な
は
ず
の
そ
の
変
革
に
手
を

つ
け
ら
れ
な
い
こ
れ
ま
で
の
政
権
。

時
代
は
移
り
変
わ
り
、
過
去
の
成

功
法
則
が
通
用
し
な
く
な
っ
て
も
、

延
々
と
同
じ
こ

と
を
繰
り
返
す

愚
が
、
事
態
を

い
っ
そ
う
深
刻

に
し
た
。

「
我
が
国
の
経

済
政
策
の
呪
縛

と
な
っ
て
き
た
の
は
、
二
つ
の
道

に
よ
る
成
功
体
験
で
あ
る
」
新
成

長
戦
略
は
そ
う
指
摘
し
、

呪
縛
と
な
っ
た
そ
の
二

つ
の
道
を
説
明
し
て
い

る
。

「
第
一

の
道
は
、

公
共
事

業
に
よ

る
経
済

成
長
だ
。

戦
後
か
ら
高
度
成
長
期

に
か
け
て
、
有
効
だ
っ

た
。
80
年
代
、
イ
ン
フ

ラ
が
整
っ
て
く
る
と
、

大
都
市
の
税
収
を
画
一
的
な
公
共

事
業
で
地
方
に
配
分
す
る
仕
組
み

が
、
政
治
家
と
官
僚
に
よ
る
税
金

の
ピ
ン
ハ
ネ
構
造
を
生
み
出
し
た
。

農
村
の
雇
用
維
持
や
都
市
と
の
格

差
縮
小
に
は
つ
な
が
っ
た
が
、
地

域
独
自
の
経
済
・
生
活
基
盤
を
喪

失
さ
せ
、
巨
額
の
財
政
赤
字
を
積

み
上
げ
た
」

「
第
二
の
道
が
供
給
サ
イ
ド
の
生

産
性
向
上
に
よ
る
成
長
戦
略
だ
。

選
ば
れ
た
企
業
の
み
に
富
が
集
中

し
、
中
小
企
業
の
廃
業
は
増
加
。

国
民
全
体
の
所
得
も
向
上
せ
ず
、

実
感
の
な
い
成
長
と
需
要
の
低
迷

が
続
い
た
」

自
民
党
の
公
共
事
業
重
視
政
策
と
、

小
泉
・
竹
中
の
新
自
由
主
義
的
経

済
路
線
を
、
二
つ
の
呪
縛
と
し
、

「
私
た
ち
は
第
三
の
道
を
進
む
」

と
宣
言
し
て
い
る
。

「2
0
2
0

年
ま
で
に
環
境
、
健
康
、

観
光
の
三
分
野
で1

0
0

兆
円
超
の

新
た
な
需
要
を
創
造
し
て
雇
用
を

生
み
、
国
民
生
活
の
向
上
に
主
眼

を
置
く
。
地
球
規
模
の
課
題
を
解

決
す
る
課
題
解
決
型
国
家
と
し
て
、

ア
ジ
ア
と
共
に
生
き
る
国
の
形
を

実
現
す
る
。
世
界
最
高
水
準
の
低

炭
素
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
社

会
全
体
が
動
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、

新
し
い
需
要
が
生
ま
れ
る
」

公
共
事
業
重
視
の
「
途
上
国
型
」

か
ら
訣
別
し
、
「
課
題
解
決
型
国

家
」
と
な
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

環
境
な
ど
、
世
界
的
課
題
を
解
決

す
る
。

「
日
本
が
世
界
に
先
駆
け
て
課
題

を
解
決
す
る
モ
デ
ル
国
と
な
る
こ

と
は
、
我
が
国
の
研
究
開
発
力
や

企
業
の
体
質
の
強
化
に
直
結
す
る
」

す
べ
て
は
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却

な
く
し
て
成
長
な
し
で
す
。
ア
ジ

ア
と
環
境
で
は
な
い
。

財
務
官
僚
の
支
配
下
か
ら
抜
け
出

さ
な
い
限
り
、
国
家
の
未
来
は
な

い
。

国
家
国
民
の
劣
化
現
象
が
、
誰
の

目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
「
国

全
体
が
輝
き
を
失
い
つ
つ
あ
る
」

と
い
う
厳
し
い
現
状
認
識
を
、
出

発
点
と
し
た
こ
と
が
皮
一
枚
残
し
、

か
す
か
な
望
み
と
希
望
を
、
感
じ

る
の
で
す
。
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